
さまざまに姿を変えるモノから
生活の知恵や日本とのつながりを発見

ムギは世界中で最も多く作られている穀

物。人間の長い歴史の中でさまざまに発

展し、なくてはならない食品素材となって

いる。ムギがこれほどまでに広がったの

には、やはりそれなりのワケがある。

ム
ギ
の
穂
は
神
の
恵
み
の
シ
ン
ボ
ル

パ
ン
や
う
ど
ん
、
パ
ス
タ
、
ケ
ー
キ
、
さ
ら

に
は
ビ
ー
ル
に
と
、
さ
ま
ざ
ま
に
姿
を
変
え
る

ム
ギ
。
ム
ギ
は
人
間
が
最
初
に
食
料
と
し
て

育
て
た
作
物
で
あ
り
、
そ
の
付
き
合
い
は
１
万

年
以
上
も
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
世
界
中
の
遺

跡
か
ら
ム
ギ
の
穂
や
粒
な
ど
が
発
見
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
人
々
の
生
活
と
の
つ
な
が

り
が
分
か
る
。

そ
も
そ
も
は
西
ア
ジ
ア
の
草
原
に
茂
る
雑

草
だ
っ
た
ム
ギ
に
人
間
が
目
を
付
け
た
の
は
、

穂
に
付
い
て
い
る
小
さ
な
実
。
平
ら
な
石
の
上

に
置
い
て
石
で
た
た
い
て
つ
ぶ
す
、
あ
る
い
は

石
臼
を
回
転
さ
せ
て
挽ひ

い
て
粉
に
す
る
方
法

を
発
見
し
、
そ
の
粉
に
水
を
加
え
て
練
り
、
熱

し
た
石
の
上
で
焼
い
て
食
べ
て
い
た
。

古
代
に
お
い
て
収
穫
は
神
の
恵
み
で
あ
り
、

信
仰
と
深
く
結
び
付
い
て
い
た
。
古
代
エ
ジ
プ

ト
で
は
収
穫
は
女
神
イ
シ
ス
の
恵
み
で
あ
り
、

バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
神
ニ
サ
バ
は
麦
穂
を
持
つ
頭
で

描
か
れ
て
い
た
。
ユ
ダ
ヤ
教
で
は
司
祭
が
祭
壇

の
前
で
麦
束
を
振
り
神
の
恵
み
を
祈
っ
た
。
こ

う
し
た
信
仰
は
収
穫
祭
と
し
て
、
今
も
各
地

に
名
残
を
と
ど
め
て
い
る
。

小
麦
粉
の
決
め
手
は
グ
ル
テ
ン

ム
ギ
が
こ
れ
ほ
ど
広
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
多
様
な
性
質
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
特
に
小
麦
粉
の
場
合
、
加
え

る
液
体
の
種
類
や
量
に
よ
っ
て
、
パ
ス
タ
や
う

ど
ん
用
の
生
地
に
な
っ
た
り
、
天
ぷ
ら
や
ケ
ー

キ
の
バ
ッ
タ
ー（
練
り
生
地
）、
糊の

り

に
な
っ
た
り
。

さ
ら
に
バ
タ
ー
と
炒
め
る
と
ル
ー
に
な
り
、
ほ

か
の
粉
と
も
混
ざ
り
や
す
い
。
こ
う
し
た
性
質

ゆ
え
に
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
食
品
へ
と
姿

を
変
え
て
い
っ
た
の
だ
。

小
麦
粉
の
成
分
で
重
要
な
の
は
タ
ン
パ
ク

質
か
ら
変
わ
る
グ
ル
テ
ン
。
薄
力
粉
は
グ
ル
テ

ン
が
少
な
く
、
中
力
粉
、
強
力
粉
と
な
る
ほ
ど

多
く
含
ま
れ
る
。
食
卓
で
お
な
じ
み
の
化
学

調
味
料
の
Ｌ
‐
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
は
、
か
つ
て
は

小
麦
の
タ
ン
パ
ク
質
、
グ
ル
テ
ン
を
加
水
分
解

し
て
作
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
も
興
味
深
い
。

ム
ギ
は
実
だ
け
で
な
く
茎
の
部
分
も
麦
わ

ら
と
し
て
人
々
の
生
活
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な

役
割
を
担
っ
て

き
た
。
な
じ
み

深
い
と
こ
ろ
で

は
麦
わ
ら
帽
子

や
バ
ッ
グ
、ま
た
、

中
国
で
は
非
木

材
紙
の
原
料
と

し
て
も
一
般
的

だ
。
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圧縮したわらのブロックを積み上げて作るストローベイル

ハウス。木材使用量が従来建築の3分の1で済むといわれ、

断熱効果にも優れたエコ住宅として注目を集めている

パンから見えてくる
各国の食文化

気候風土、歴史や伝統が生み出した
その国独特のパンは、その国の食文
化の象徴でもある。中近東やインドな
どでは昔ながらのパン作りが今なお行
われている。ナン、チャパティ、プ
ランザなど配合や粉の種類によって
呼び方はいろいろあるが、基本は小
麦粉と水と塩をこねて薄くのばし、窯
にはりつけて焼くというシンプルな
製法だ。一方、ロシアでは寒冷地に
強いライ麦を使った黒パン、北欧で
は小麦、大麦、ライ麦を混ぜて焼い
た板状の乾パンが主食。おやつ用の
甘いパンも含めて種類も豊富にある。
ちょっと変わったところでは、中国
の包子

パ オ ズ

や饅頭
まんじゅう

もパンの一種。発酵後
に焼くのではなく蒸すのがほかのパ
ンと大きく違うところだ。

ビールが発明されたのは約4000年

前の古代のエジプトで。以来、ビ

ールはもとより焼酎、ウイスキー

と、ムギは最も一般的なお酒の原

料となっている

カステラやケーキは薄力粉、うどんやビス

ケットは中力粉、パンは強力粉、パスタは

デュラム・セモリナというように、小麦粉の

種類によって用途は異なる

お酒

工業用建材 第13 回

小麦粉を水に溶いた糊は昔から一般

的な接着剤。小麦粉と生漆
うるし

を混ぜた

「麦漆」は、最も強力な陶磁器の接着

剤とされていた。最近は合板接着剤

にも使われている

ムギは世界で一番作られている穀物

紙
日本でも戦前までは麦わらを原料とした紙が大量に作られ

ていた。最近はあまり作られていないが、非木材紙の原料

として再び注目されている

加工食品

一口にムギといっても、小麦、大麦、ライ麦と

その種類は数多い。グルテンが含まれている

小麦はパンやパスタに、含まれていない大麦

は麦茶や麦ご飯に使われている 日本は1人当た
り年間32キロも
食べる世界有数
の小麦消費国な
んだよ

帽子やバッグでおなじみの麦わらだが、実

は稲わらを使っているものも多い。麦わ

らには美しい光沢があり、工芸品にも利

用されている。ほかの素材に比べて涼し

いのも特徴だ。これらの製品の中には、

フェアトレードなどで日本に入ってくるも

のもある日本人とパンとのかかわりは他国に比べると
まだまだ浅い

ファッション

飲料水
大麦を焙煎したものを煮出して作る麦茶

は、ビールと並ぶ夏の人気モノ。どれだ

け飲んでも飲みすぎるということがない

のは、有効成分も刺激成分もないから
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